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〒110-0003 東京都台東区根岸 4-11-10

東自教労組内

℡ 03-3871-6470 fax 03-3871-6473

E-mail tdu@toujikyo.or.jp

第１７２号

初夏の日差しが照りつける中、市民・民主団体・政党・労働組合２１２名が参加し高槻・

島本地域メーデーが開催されました。実行委員長や来賓の方々から政治情勢の報告、「森

友・加計問題」「安倍政権による憲法９条改悪の動き」特に国会で審議されている「働き

方改革」などについて詳しい報告がありました。「今こそ、労働者・国民の力で安倍政権

を退陣に追い込もう」と例年以上に熱い報告でした。労働組合の真価が問われています。

暑いので木陰で休む参加者もありましたが、毎年恒例の抽選会があり大いに盛り上がりま

した。高槻分会は３０名（非組合員１名）が参加しました。初参加の４名にメーデーの感

想を聞きました。「自分の知らないところで労働組合の見えない努力があることを知りま

した。」「盛り上がっていました。自分達も団結しようと思いました。」「いろんな人の

考えが聞けて勉強になりました。」「労働者の団結が大事だと感じました。」高槻市内を

シュプレヒコールしながらデモ行進し、高槻市役所前で流れ解散になりました。職場に戻

り、団体交渉の回答に対する意見や組合としての対応、営業政策、教習生の合格率低下の

対策などについて職場集会を行いました。

大阪自動車教習所労働組合高槻分会 武田龍蔵



５月１日、東京都渋谷区の代々木公園Ｂ地

区で開催された第８９回中央メーデーに、

本部と各支部から総勢９１名が参加し労働

者の祭典を祝いました。

全体では約２万８０００人（主催者発表）

が集まり、長時間労働の是正や労働環境の

改善を訴えました。

全労連の小田川義和議長は、政府の働き方

改革関連法案に盛り込まれた高度プロフェッ

ショナル制度を「労働時間改悪」と批判し、

「廃案に追い込むと同時に、労働組合の団

結の力で過労死のない職場、８時間働くこ

とが普通の職場を実現していく決意を固め

あおう」と呼びかけました。
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メーデーの会

場で取材を受け

た八王子中央支

部の宮崎組合員

は「政府は働き

方改革と言って

いるが、まった

くピンと来ない。

労働時間が減っ

ても残業代が減

れば生活できな

い。基本給の底

上げが必要」と

コメントし、お

昼のニュースに

コメントが流れました。
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寄居支部は５月８日に団体交渉を行い、賃上げ3,000円と大型手当50円増の回答を引き出しまし

たが、賃金が東自教の他職場や埼玉県の平均賃金と比較して大幅に低いことから決裂し、10日か

ら赤旗・腕章闘争に入りました。支部は、次回の交渉の背景に時限ストライキを設定し納得のい

く回答を得るまで断固闘う意思統一を行いました。



光 悦 2,678円

大 久 保 現行通り

宝 ヶ 池 1,498円

デ ル タ 現行通り

高 槻 4,000円

商 大 3,735円

茨 木 2,892円
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【東自教】

中 央 平均2,800円

王 子 平均7,238円

就業時間前の洗車は、毎月１時間の残業代を補償

（平均約2,400円）

新 東 京 5,830円（格差是正含む）

町 田 定昇2,400円

夏季一時金 380,000円

年末一時金 460,000円

除雪機１台増

契約社員期間を２年から１年に短縮

足 立 3,200円

住宅手当100円増

夏季一時金 372,000円

年末一時金 441,000円 ＋α

豊 島 3,700円（定昇3,000円＋ベア700円）

事務員を７月から正社員へ

小 金 井 定昇平均4,223円＋ベア 2,000円

夏季一時金690,000円

和 泉 1,000円

八王子中央 平均8,782円(定昇平均2,487円)

残業単価の改定、年間休日を88日から90日とし160.4時間とする

始業前の教習準備作業（洗車）について10分から15分に改定

金 町 3,000円

北 足 立 500円

世 田 谷 1,000円

越 谷 4,000円

年間一時金1,163,000円

寄 居 3,000円

大型手当50円増

狭 山

市川 中央 基本給1,200円、地域手当600円

流 山 基本給1,300円、地域手当500円

日通 労組 3,100円

【京 都】 【大 阪】
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